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私たちはアルツハイマー型認知症（AD）の汎⽤性が⾼く、安定した検出
が可能な核酸バイオマーカーを開発するために、バイオバンク保有のPiB-
PET陽性AD患者と同陰性健常者の⾎液DNAのメチル化に差のある領域
(DMR; differentially methylated region) を網羅的に探索し、これまで
に100カ所のDMR候補を同定しました。現在その絞り込みを進めています。
また並⾏して、CRISPR/Cas9のシステムを利⽤した安価かつ迅速なコン
ディショナルノックアウトマウス(cKO)作製法を4研究室横断的コラボ
レーションで開発しています。このCRISPR/Cas9 cKOシステムを、DMR
をもつ遺伝⼦をはじめ、AMED臨床ゲノム・認知症班が同定を進めている
⽇本⼈特異的なAD関連⼀塩基多型(SNP)の機能的アノテーション（臨床的
意義付け）に利⽤できないかと期待しています。


